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●
「自
文
化
中
心
主
義
」と 

移
民
問
題
に
つ
い
て 

 

「
自
文
化
中
心
主
義
」
と
は
、
自
分

が
育
っ
て
き
た
集
団
や
民
族
、
人
種
の

文
化
を
基
準
と
し
て
、
他
の
文
化
や
文

明
を
否
定
し
た
り
、
低
い
評
価
を
す
る

態
度
や
姿
勢
を
指
し
ま
す
。
自
分
が

持
つ
価
値
観
や
常
識
が
普
遍
的
で
優

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
、
他
の

文
化
は
劣
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
姿
勢

は
、
か
つ
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
り
、
日

本
の
八
紘
一
宇
の
思
想
を
生
み
、
現

在
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
主
義
に
多
く
み
ら

れ
る
「
白
人
至
上
主
義
」
を
生
み
ま

す
。 

 

最
近
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
が

訪
れ
て
く
る
旅
行
）
の
影
響
に
よ
る
経

済
効
果
や
、
テ
レ
ビ
番
組
で
「
外
国
人

が
選
ぶ
〇
〇
ベ
ス
ト
〇
〇
」
な
ど
を
垣

間
見
る
と
、
日
本
人
が
「自
文
化
中
心
主

義
」
を
推
す
潮
流
の
常
態
化
に
驚
い
て
し

ま
い
ま
す
。 

 

私
の
「
自
文
化
中
心
主
義
」
を
考
え
る

と
、
食
文
化
に
関
す
る
行
動
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。
昨
年
の
２
月
に
長
男
の
留
学

先
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
旅
行
し
て
き
ま
し

た
。
渡
航
前
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
食
事
は
ま

ず
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
朝
食
以

外
、
全
て
他
国
の
料
理
し
か
食
べ
ま
せ
ん

で
し
た
。
さ
ら
に
朝
食
後
に
胃
が
も
た

れ
、
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
や
、
イ
ギ

リ
ス
の
ト
イ
レ
事
情
も
含
め
て
、
日
本
の

和
食
の
す
ば
ら
し
さ
、
ト
イ
レ
の
き
れ
い

さ
が
際
立
つ
印
象
を
持
っ
た
ま
ま
帰
国
し

ま
し
た
。 

 

帰
国
し
て
か
ら
気
づ
い
た
事
で
す
が
、

朝
食
後
の
胃
も
た
れ
は
、
日
本
で
は
グ
ル

テ
ン
フ
リ
ー
を
貫
い
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
（
オ
ー
ツ
麦
）
を
食
べ
、

ト
イ
レ
の
回
数
が
増
え
て
い
た
か
ら
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
植

民
地
時
代
か
ら
様
々
な
領
地
の
料
理
を

食
す
こ
と
に
慣
れ
、
自
国
の
料
理
を
追
求

す
る
必
要
性
が
無
か
っ
た
為
、
食
文
化
が

育
た
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
感
覚
と
感
情
が
突
出
し
、

「
情
動
」
（
心
の
渦
）
に
支
配
さ
れ
る
と
思

考
能
力
は
低
下
す
る
、
と
ユ
ン
グ
が
指
摘

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

仏
教
で
は
、
唯
識
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
私
自
身
の
虚
妄
さ
、
日
本
や
食
文
化

へ
の
執
着
心
が
「自
文
化
中
心
主
義
」を
生

む
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
食
文
化

と
イ
ギ
リ
ス
の
食
文
化
を
比
較
し
て
優
劣

を
つ
け
た
が
る
傾
向
（
分
別
心
）
は
、
相
対

的
に
見
る
目
と
「
事
実
」
を
捉
え
る
心
を

見
失
う
よ
う
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
本
来
「分
別
心
」を
持
ち
、

自
己
の
生
命
を
守
ろ
う
と
す
る
防
衛
本

能
を
発
揮
す
れ
ば
、
時
代
を
超
え
「自
文

化
中
心
主
義
」は
、
「排
他
的
暴
力
﹂
と
し

て
い
つ
で
も
発
現
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
「自
文
化
中
心
主
義
」を

持
ち
な
が
ら
自
覚
す
る
こ
と
は
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
社
会
情
勢
に
見

受
け
ら
れ
る
「排
他
的
暴
力
」に
対
し
常

に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
反
駁
し
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
分
断

を
生
み
出
す
暴
力
は
、
常
に
他
者
と
比
べ

な
が
ら
生
き
る
こ
と
で
「情
動
」に
飲
み
込

ま
れ
、
常
に
「排
他
的
暴
力
」を
発
現
し
、

内
省
能
力
を
失
う
か
ら
で
す
。
こ
れ
が

「自
文
化
中
心
主
義
」が
常
態
化
す
る
理

由
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
「自
文
化
中
心
主
義
」に
対
し
、

「文
化
相
対
主
義
」は
、
「排
他
的
暴
力
」

に
歯
止
め
を
か
け
て
く
れ
る
考
え
方
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
「文
化
相
対
主
義
」と

は
、
全
て
の
文
化
は
そ
れ
ぞ
れ
に
価
値
の

あ
る
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
優
劣
や
善
悪

は
存
在
し
な
い
と
い
う
捉
え
方
で
す
。
文

化
に
序
列
は
無
い
と
す
る
考
え
は
、
自
文

化
の
絶
対
化
を
緩
和
化
さ
せ
、
自
文
化

を
通
じ
て
自
分
自
身
の
内
面
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。 

日
本
に
お
い
て
、
「文
化
相
対
主
義
」が

生
ま
れ
に
く
い
社
会
性
を
象
徴
し
て
い
る

の
が
移
民
問
題
で
す
。 (

４
頁
に
続
く) 
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ト
ラ
ン
プ
の
創
り
方
か
ら
学
ぶ 

学
習
理
論
と
文
化
相
対
主
義 

 

●
見
習
い
が
学
習
す
る
成
功
モ
デ
ル 

 

ト
ラ
ン
プ
が
実
行
す
る
「
自
文
化
中
心
主

義
」
に
よ
る
「排
他
的
暴
力
」は
、
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
ト
ラ
ン
プ
の
「
自
文
化
中
心
主
義
」

は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
先
日
、
『
ア
プ
ラ
ン
テ
ィ
ス
：
ド
ナ
ル
ド
・ト

ラ
ン
プ
の
創
り
方
』
（
ア
プ
ラ
ン
テ
ィ
ス
＝
見
習

い
）と
い
う
映
画
を
観
ま
し
た
。 

 

２
０
代
の
ト
ラ
ン
プ
が
、
伝
説
の
弁
護
士
ロ

イ
・
コ
ー
ン
に
導
か
れ
て
、
ト
ッ
プ
に
成
り
上
が

る
ま
で
を
描
い
た
映
画
で
す
。
そ
の
伝
説
の
弁

護
士
ロ
イ
は
、
成
功
の
方
法
に
つ
い
て
、
三
つ
の

ル
ー
ル
を
提
示
し
ま
す
。
一
つ
目
は
「
攻
撃
攻

撃
攻
撃
」
で
す
。
二
つ
目
は
、
「
非
を
絶
対
に

認
め
な
い
」
。
三
つ
め
は
、
「勝
利
を
主
張
し
続

け
ろ
」
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
こ
の
三
つ
の
成
功

の
方
法
を
学
習
し
、
ロ
イ
を
超
え
る
怪
物
に

成
っ
た
の
で
す
。 

 

人
間
と
い
う
生
物
が
、
こ
の
三
つ
の
ル
ー
ル

を
学
び
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
無
意
識

に
枠
組
み
（
フ
レ
ー
ム
）
が
形
成
さ
れ
、
似
た
体

験
に
接
す
る
と
「
情
動
」
が
支
配
し
、
ス
キ
ー

  

メ
タ
認
知
に
お
け
る
「
身
体
性
」
欠
如

の
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

●
内
観
療
法
と
浄
土
真
宗 

  

「
内
観
療
法
」
は
、
浄
土
真
宗
僧
侶

で
あ
る
、
吉
本
伊
信
（19

1
6
-
1
9
8
8

）

が
創
始
し
た
自
己
探
求
法
で
す
。 

  

「内
観
療
法
」の
も
と
は
、
浄
土
真
宗

の
秘
儀
で
あ
る
「
身
調
べ
」
と
い
う
修
行

法
で
す
。
数
日
間
一
室
に
こ
も
り
、
飲

ま
ず
、
食
わ
ず
、
寝
ず
で
、
徹
底
的
に

自
己
を
調
べ
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
、

そ
の
間
に
先
輩
ら
が
交
代
で
激
励
に

来
る
と
い
う
手
法
で
し
た
。 

 

「
内
観
療
法
」
は
、
う
つ
病
、
適
応
障

害
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
摂
食
障
害

抑
う
つ
、
不
安
等
に
効
果
が
あ
り
、
ト

ラ
ウ
マ
ケ
ア
と
し
て
も
適
応
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
、
刑
務
所
、
少
年
院

な
ど
の
矯
正
施
設
、
企
業
の
研
修
、
精

神
科
、
診
療
内
科
、
終
末
期
医
療
の

現
場
で
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
で

は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
、
ス
リ

ラ
ン
カ
な
ど
で
も
普
及
し
て
い
ま
す
。 

            
 

ム
（
自
動
思
考
）
が
作
用
し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
ス
キ
ー
ム
は
確
信
に
変
わ
り
、
信
念
（
ビ

リ
ー
フ
）
と
な
り
、
成
功
モ
デ
ル
に
な
り
ま

す
。
こ
の
成
功
モ
デ
ル
は
、
「
事
実
」
を
自
己

中
心
的
に
捉
え
、
歪
ん
だ
「
情
動
」
に
支
配

さ
れ
る
悪
循
環
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

と
り
わ
け
、
こ
の
「情
動
」
に
左
右
さ
れ
ず 

に
自
分
に
あ
る
「事
実
」の
み
を
あ
り
の
ま
ま 

に
認
識
し
、
認
知
す
る
こ
と
が
「文
化
相
対 

主
義
」に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な 

ぜ
な
ら
、
人
間
は
、
自
己
を
知
ら
な
い
こ
と 

か
ら
、
不
安
に
陥
り
、
虚
無
感
や
虚
偽
感
を 

感
じ
る
と
他
者
を
攻
撃
し
、
「事
実
」を
歪 

め
、
自
分
を
理
想
化
し
て
防
衛
的
な
「情 

動
」に
支
配
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

  

心
理
療
法
で
、
「認
知
行
動
療
法
」と
い
う 

学
習
理
論
が
あ
り
ま
す
。
認
知
の
歪
か
ら 

起
こ
る
思
考
の
誤
り
に
修
正
を
加
え
、
「情 

動
」に
左
右
さ
れ
な
い
意
識
行
動
を
得
る
と 

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
学
習
理
論
を
悪
用
す 

る
こ
と
で
、
怪
物
ト
ラ
ン
プ
は
創
ら
れ
た
と
、 

私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
但
し
、
「認
知
行
動 

療
法
」に
は
、
メ
タ
認
知
と
い
う
考
え
方
が 

あ
り
、
自
分
の
「事
実
」の
み
を
認
知
す
る 

点
で
は
異
な
る
理
論
で
す
。  

 

西真寺通 7 年夏号 

 

メ
タ
認
知
と
は
、
自
ら
の
認
知
の
歪
み

を
、
さ
ら
に
認
知
し
て
、
自
分
の
視
点
を

変
え
る
こ
と
で
「
情
動
」
に
支
配
さ
れ
な
い

自
分
を
形
成
す
る
考
え
方
で
す
。
自
分

と
、
も
う
一
人
の
冷
静
で
客
観
的
な
判
断

を
し
て
く
れ
る
自
分
を
習
得
す
る
「
メ
タ

認
知
」
と
い
う
脳
科
学
の
理
論
で
す
。
メ

タ
認
知
は
、
仏
教
に
置
き
換
え
れ
ば
、
自

力
に
よ
る
仏
性
の
開
発
法
で
す
。
仏
教
と

の
違
い
を
あ
え
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、

「
身
体
性
」
を
伴
う
「
世
界
観
」
と
相
対
的

な
「象
徴
」が
欠
け
て
い
る
点
で
す
。 

 

ト
ラ
ン
プ
が
辿
っ
た
、
地
位
と
名
誉
と

お
金
を
貪
る
成
功
モ
デ
ル
の
学
習
理
論
に

は
、
他
者
と
共
有
で
き
る
「
世
界
観
」が
無

く
、
そ
の
中
心
に
必
要
な
相
対
的
「
象

徴
」
も
存
在
せ
ず
、
自
分
が
中
心
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ン

プ
が
吸
収
し
た
ス
キ
ー
ム
は
、
ロ
イ
か
ら
学

ん
だ
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
は
、

最
後
は
ロ
イ
を
敗
者
と
し
て
見
下
し
、
利

用
す
る
こ
と
で
勝
者
に
君
臨
し
、
メ
タ
認

知
を
求
め
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

「
認
知
行
動
療
法
」
の
相
対
的
な
メ
タ

認
知
を
獲
得
す
る
目
的
と
し
て
、
近
年
、

「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
や
「
内
観
療
法
」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、 

 

 

      
 

 
 



3 

 

具
体
的
な
方
法
は
三
つ
の
質
問
に
対

し
て
調
べ
て
い
き
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て

大
切
な
人
々
で
あ
る
母
親
や
父
親
、
祖

父
母
、
兄
弟
、
配
偶
者
、
子
ど
も
と
の
関

係
の
中
で
、
「し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
」「
お

返
し
し
た
こ
と
」「ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と

に
そ
っ
て
調
べ
る
の
で
す
。 

 

千
石
真
理
は
、
「内
観
は
三
つ
の
テ
ー
マ

で
自
己
を
振
り
返
る
過
程
に
お
い
て
「事

実
」を
再
認
識
し
、
認
知
の
修
正
が
起
こ

る
こ
と
か
ら
、
東
洋
式
認
知
療
法
と
称

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

内
観
に
よ
っ
て
沸
き
起
こ
る
懺
悔
、
感

謝
、
幸
福
感
は
、
通
常
の
認
知
療
法
で

は
、
決
し
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。 

千
石
は
、
認
知
行
動
療
法
で
は
得
ら

れ
な
い
日
本
独
特
の
「生
き
が
い
」と
い

う
概
念
は
、
現
在
欧
米
で
「ikig
ai

」
と
し

て
関
心
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
観
療

法
と
の
違
い
が
明
ら
か
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
が
実
行
し
て
い

る
三
つ
の
学
習
で
は
得
ら
れ
な
い
概
念
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
千
石
は
、
「内
観
は
他
者
と
の
絆

や
繋
が
り
感
に
関
す
る
認
知
修
正
法
、
治

療
法
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
内
観

は
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
調
べ
て
い
く
と
、
自
分

の
内
に
い
る
他
者
と
の
和
解
か
ら
、
自
己
の

価
値
観
を
転
換
し
て
い
く
作
業
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
価
値
の
大
転
換
に
よ
り
、
愛
着
関
係

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
報
恩
感
謝
の
感
情

が
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
上
が
る
と
い
う
「生

き
が
い
」に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。 

 
こ
の
価
値
の
大
転
換
は
、
親
鸞
の
「回
心
」

と
し
て
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
私

は
領
解
し
て
い
ま
す
。 

 

親
鸞
は
幼
少
の
頃
、
両
親
と
生
き
別
れ

て
お
り
、
９
歳
で
得
度
し
、
比
叡
山
で
修
行

に
入
っ
て
い
ま
す
。
親
鸞
は
、
「母
性
の
喪

失
」か
ら
「原
初
的
信
頼
」に
難
が
あ
り
、

法
然
に
出
遭
う
ま
で
苦
悩
し
ま
す
。
法
然

と
そ
の
後
の
恵
信
尼
と
の
関
係
性
か
ら
、

愛
着
関
係
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
「
回
心
」

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

法
然
と
恵
信
尼
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
の
光

と
ぬ
く
も
り
で
あ
り
、
内
観
療
法
と
同
じ

報
恩
感
謝
の
念
仏
へ
と
大
転
換
さ
れ
た
の

で
す
。 
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ま
す
。
自
力
的
な
側
面
は
、
メ
タ
認
知

で
も
一
貫
さ
れ
て
い
る
考
え
方
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
欧
米
の
個
人
主
義
か

ら
発
展
し
た
自
動
思
考
で
あ
り
、
日
本

に
お
け
る
、
全
体
か
ら
個
を
捉
え
る
点

に
お
い
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
認
知
行
動
療

法
」
と
「
内
観
療
法
」
に
自
力
・
他
力
で
の

優
劣
は
な
く
、
相
補
関
係
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
「
認
知
行
動
療

法
」
と
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
に
共
通
す

る
自
力
的
側
面
、
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」

と
「
内
観
療
法
」
に
共
通
す
る
「
身
体

性
」
は
、
互
い
に
、
相
補
性
を
示
し
て
い

ま
す
。  

 

近
年
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
世
界
的

に
脚
光
を
浴
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
医
療
機

関
で
の
実
践
を
可
能
と
す
る
、
「
仏
教
の

商
品
化
」
が
既
に
進
ん
で
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
仏
教
の
禅
定
の
商
品

化
と
も
言
え
る
現
象
で
す
。
こ
の
現
象

は
、
認
知
科
学
が
脳
の
み
を
対
象
と
す

る
考
え
か
ら
、
「
身
体
化
さ
れ
た
心
」
を

意
味
付
け
す
る
も
の
で
す
。
禅
定
と

は
、
座
禅
の
み
な
ら
ず
、
念
仏
三
昧
が

含
ま
れ
て
い
る
概
念
な
の
で
す
。 

南
無
阿
弥
陀
仏 

                                           

 

親
鸞
は
、
法
然
と
の
出
遭
い
か
ら
自
分
自

身
を
知
る
過
程
を
得
ま
し
た
。
こ
の
過
程
は
、

傷
つ
い
た
「自
己
愛
」
の
修
復
作
業
で
あ
っ
た
の

で
す
。 

 

実
際
に
「自
己
愛
」と
関
係
が
深
い
と
考
え

ら
れ
る
「
自
己
中
心
性
」が
内
観
療
法
に
よ
っ

て
自
覚
さ
れ
、
独
立
し
た
存
在
と
し
て
の
他

者
の
認
識
が
促
さ
れ
、
「自
己
愛
」に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
（中

村
晃
・三
木
善
彦
・三
木
順
子1

9
9
9

） 

こ
の
よ
う
に
、
「
認
知
行
動
療
法
」
と
「
内
観

療
法
」
、
「
自
己
中
心
性
」
と
「
自
己
愛
」
の
関

連
を
考
察
し
て
い
く
と
、
ト
ラ
ン
プ
の
「
自
文

化
中
心
主
義
」
を
「
文
化
相
対
主
義
」
に
転
換

さ
せ
る
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ

の
価
値
観
を
相
対
化
す
る
に
は
、
我
々
自
身

が
立
ち
止
ま
り
、
今
の
社
会
情
勢
に
疑
問
を

持
ち
、
常
に
分
析
す
る
姿
勢
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
ま
た
、
「認
知
行
動
療
法
」
と
「
内
観
療
法
」

の
違
い
は
、
自
力
と
他
力
に
よ
る
創
造
性
に
あ

り
ま
す
。
「
認
知
行
動
療
法
」
は
、
あ
く
ま
で

も
自
分
自
身
の
視
点
を
変
え
る
過
程
、
つ
ま

り
自
力
重
視
の
考
え
方
に
ス
タ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
「内
観
療
法
」は
、
人
と
の
繋
が
り

か
ら
人
が
成
長
す
る
過
程
に
創
造
性
が
あ
り



政
策
に
お
け
る
方
針
の
一
環
で
す
が
、

実
際
に
は
単
純
労
働
と
安
価
な
労
働
力

に
頼
り
な
が
ら
、
建
前
で
移
民
と
い
う
言

葉
を
使
わ
な
い
だ
け
で
す
。 

 

A
F
P

通
信
か
ら
見
れ
ば
、
本
音
と
建

前
が
乖
離
し
て
い
る
日
本
の
移
民
政
策

の
特
徴
に
焦
点
化
す
る
よ
り
も
、
フ
ラ
ン

ス
の
移
民
問
題
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
扱

う
方
が
、
自
国
に
向
け
た
報
道
内
容
と

し
て
至
極
当
然
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
制
度
（
注
１
）
に
よ
り
、
既
存
の
規
制

社
会
か
ら
漏
れ
た
外
国
人
弱
者
に
対
す

る
可
能
性
を
重
視
す
る
フ
ラ
ン
ス
と
、
移

民
を
全
く
信
用
し
て
い
な
い
扇
動
者
に

よ
る
信
奉
者
が
中
心
勢
力
の
日
本
と
で

は
、
比
較
す
る
価
値
も
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

亀
田
製
菓
の
炎
上
か
ら
、
日
本
の
移

民
政
策
に
将
来
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ

も
そ
も
日
本
社
会
に
将
来
性
は
あ
る
の

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。 

 

亀
田
製
菓
の
不
買
運
動
に
参
加
す

る
、
扇
動
さ
れ
た
日
本
人
が
移
民
に
反

対
す
る
理
由
に
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の 

  

   
 

  

が
、
犯
罪
率
の
増
加
で
す
。
し
か
し
、
ア

メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
で
は
、
移

民
の
家
族
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
犯

罪
率
の
低
下
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
（Ouse
y
 and K

ub
in2

0
0
9

）

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
を
対
象
に
し
た
研
究
で

も
、
移
民
の
占
め
る
割
合
が2

0

％
～

3
0

％
と
な
る
移
民
の
集
住
地
で
は
、
犯

罪
が
低
下
す
る
結
果
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
（Jaitm

an and M
ac

hin 

2
0
1
3
;B

e
ll and M

achin2
0
1
3
:1

4
7
p

） 

移
民
が
増
え
る
と
犯
罪
が
増
え
る
と

す
る
偏
見
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
知
ら
な
い
人
達
や
人
種
に

対
し
て
、
内
な
る
悪
を
投
影
す
る
行
為

自
体
、
未
熟
で
防
衛
本
法
が
強
い
こ
と

の
現
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦
時
中

の
鬼
畜
米
英
な
ど
は
そ
の
典
型
的
な
例

で
あ
り
、
外
国
人
と
の
関
係
性
や
接
触

の
欠
如
か
ら
起
こ
る
現
象
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
海
外
の
研
究
の
み
な
ら
ず
日

本
に
お
い
て
も
、
移
民
増
加
に
対
す
る

態
度
や
、
移
民
に
対
す
る
否
定
的
な
認

識
は
、
移
民
と
の
接
触
が
あ
る
場
合
に

抑
制
さ
れ
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
大
槻

2
0
0
6

、
田
辺
編 

2
0
1
1

，

N
ukag

a,2
0
0
6

） 
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亀
田
製
菓
の
会
長
、
ジ
ュ
ネ
ジ
ャ
・レ

カ
・ラ
ジ
ュ
氏
が
「日
本
は
さ
ら
な
る
移

民
受
け
入
れ
を
」とA

F
P

通
信
（フ
ラ
ン

ス
メ
デ
ィ
ア
）の
取
材
で
発
言
し
た
と
し

てS
N
S

で
炎
上
し
、
株
価
が
急
落
す
る

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。 

亀
田
製
菓
の
会
長
が
イ
ン
ド
出
身

（日
本
国
籍
）に
加
え
、
コ
メ
の
一
部
の

原
料
を
中
国
産
と
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
過
剰
に
ネ
ッ
ト
で
反
応
し
た
結
果

で
す
。
実
際
に
移
民
と
い
う
言
葉
は
使

わ
れ
て
い
な
い
し
、
「海
外
か
ら
人
材
を

受
け
入
れ
る
」と
し
か
発
言
し
て
い
な

い
為
、
拡
大
解
釈
し
て
い
る
と
捉
え
ら

れ
ま
す
。 

こ
の
株
価
の
暴
落
に
つ
な
が
る
一
連

の
動
き
は
、
亀
田
製
菓
の
会
長
が
ア
メ

リ
カ
人
で
あ
っ
た
ら
起
こ
り
え
な
い
現

象
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
ま
す
。

イ
ン
ド
人
は
日
本
人
に
比
べ
、
無
意
識

に
「半
開
」（発
展
途
上
国
）だ
と
す
る
、

日
本
人
の
「内
な
る
優
性
思
想
」（差
別

心
）が
引
き
起
こ
す
、
無
自
覚
な
稚
拙

行
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

日
本
政
府
が
技
能
実
習
生
の
労
働

力
を
搾
取
す
る
構
造
自
体
が
、
移
民 

     

 

 

 

ま
た
、
永
吉
希
久
子
は
、
移
民
と
の
良
好

な
接
触
経
験
が
持
て
る
よ
う
に
制
度
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
偏
見
を
低
下
で
き
る
と
い
う

研
究
か
ら
、
「
人
々
の
意
識
の
面
で
の
移
民

の
包
摂
も
可
能
に
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
移
民
反
対
の
扇
動
者

は
移
民
と
の
接
触
が
な
い
こ
と
か
ら
、
顔
が

見
え
な
い
こ
と
に
よ
る
防
衛
的
な
反
応
が
移

民
問
題
の
偏
見
に
認
め
ら
れ
ま
す
。 

 

イ
ン
ド
人
を
見
下
す
日
本
人
は
、
イ
ン
ド

人
を
知
ら
な
い
し
、
そ
も
そ
も
知
ろ
う
と
も

し
な
い
姿
勢
で
あ
る
か
ら
、
無
責
任
に
批
判

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
移
民
に
対

す
る
、
関
わ
り
合
う
こ
と
で
生
ま
れ
る
偏
見

と
差
別
の
是
正
、
移
民
の
教
育
の
施
策
に
よ

る
高
度
人
材
確
保
と
社
会
保
障
な
ど
の
権

利
付
与
は
、
先
延
ば
し
で
き
な
い
移
民
の
社

会
的
包
摂
に
至
る
過
程
に
お
け
る
前
提
条

件
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
偏
見
に
よ
る
差
別

は
、
「
情
動
」
に
よ
っ
て
沸
き
起
こ
り
、
「
排
他

的
暴
力
」を
生
む
源
泉
な
の
で
す
。 

 

（
注
１
）「
積
極
的
格
差
是
正
措
置
」を
指

し
、
能
力
を
発
揮
し
に
く
い
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
場
合
に
、
こ
う
し
た
状
況
を
「
是
正
」

す
る
た
め
の
取
組
み
を
意
味
し
ま
す
。 


